
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 地域活動部会では、3 月 18 日（土）13時 30 分から、朝日

会館２Ｆ第一集会室において、地域の皆さんと“昔のなかが

みの習慣・遊び・文化”について、話合いながら、中神をも

う一度理解し、地域の絆と交流を深めていくことを目的に「な

かがみの昔を語る会」を開催。50名を超える地域の人たちと、

“昔のなかがみ”を改めて思い出してみた。   

お話しは中神地区の中野哲男さん、小町頴子さん、中野廣

さんにお願いした。中神の北側は昔、雑木林で山と呼ばれて

いた。南は多摩川で、川幅も広く、奥多摩街道の下は水田地

帯で、富士山がきれいに見えて、山地清明の地であった。 

 多摩川では泳ぎもできたし、アンマ釣りと鮎釣りが盛んでした。中神の中心は何といっても熊野神社で、お祭りの獅子舞・

出店も素晴らしかった。 

中神の歳時記 （お正月 繭玉 養蚕 お盆 恵比須講 他） 

正月三が日は男の人が働くことになっていたので、女の人は朝、ゆっくりできた。 

1 月 13 日は、繭玉を作り、団子・ミカンを飾ってお祝いした。奥多摩街道の脇の、観音様の縁日には、出店がいっぱい出

て、女工さんも大勢参加して、にぎやかだった。 

 

 

 

付けたり、花の二文字が多かった。おチカさん・おタケさん・おイクさん・橋場のおカッちゃん・鍛冶屋のおロクさん・草

履屋のおナカさん ・・・  

 昭和の 30年ころまでは、まだ藁（わら）ぶき屋根や 「ひじろ」と言う囲炉裏で鉄瓶でお湯を沸かしていた。   

子供の頃は着物・下駄ばき、冬は半天・足袋でした。質問としては昔の子供の遊び、子供の着ていたもの、馬頭碑につい

て、五鉄（五日市鉄道）について、立川行のバスルート（日枝神社の南側） 等々 

以上、「昔を語る会」の第一回目としては、盛大だったと思います。これからも、順次テーマを絞って開催したいと思いま

す。最後に、関係者のご協力に対し、心より御礼申し上げます。(地域活動部会  / 部長 中野光弘   写真協力 / 広報部会）   

 

 

家の呼び名は、職業の名で呼んでいた。例えば、オデンヤ・

魚ヤ・屋根ヤ・豆腐ヤ・カゴヤ・ぞーりヤ・ユーヤ・大工ヤ・

足袋ヤ・うどんヤ・醤油ヤ・車ヤ・鍛冶ヤ・鳥ヤ・牛ヤ・桶

ヤ・団子ヤ・樽ヤ・熊手ヤ・饅頭ヤ・下駄ヤ・練炭ヤ・ヨリ

ヤ・方角別では、西上・東上・田中・林・上・下（カミ・シ

モ）西・東・大西・大下（オオシモ）沖形。場所別では、坂

上・坂下・どぶ・はけ・橋場・新田。   

人の呼び名は、屋根ヤの梅ちゃん・車ヤの作ちゃん・金さ

ん饅頭・ドブのカズさん。  

女性の呼び名は、カタカナの二文字が多く、上に“お”を 

ひでこ 


